
イイノホール
東京都千代田区内幸町 2-1-1 飯野ビルディング 4階
TEL：03-3506-3251

共催：内閣府／国立研究開発法人海洋研究開発機構

〈お問い合わせ〉
国立研究開発法人海洋研究開発機構
革新的深海資源調査技術管理調整プロジェクトチーム
TEL：03-6550-8920　
E-mail：sip2-kaiyo@jamstec.go.jp

〈参加登録〉
事前登録制です。
下記ウェブサイトまたは、
QRコードよりアクセスの上、
お申し込みください。
http://www.jamstec.go.jp/sip2/j/topics/20190318/

〈個人情報の取扱いについて〉
お預かりする個人情報は、当機構の個人情報保護管理規程
等に従い適切に管理し、本報告会に関するご案内・お問い
合わせのみに使用いたします。

会場

入場無料・事前登録制・先着200名
14:00-14:05
14:05-14:20

14:20-14:45
14:45-15:10
15:10-15:35
15:35-16:00

16:00-16:20

16:20-17:30
～深海に眠る「海の恵み」の探索と新たな可能性への挑戦に向けて～
【モデレーター】
　- 寺島 紘士（公益財団法人笹川平和財団 参与）
【パネリスト】
　- 朝日 弘（住友金属鉱山株式会社 取締役 常務執行役員･資源事業本部長）
　- 湯浅 鉄二（川崎重工業株式会社 船舶海洋カンパニー フェロー）
　-河合 展夫（次世代海洋資源調査技術研究組合 理事長）
　- 東 垣（国立研究開発法人海洋研究開発機構 理事）

17:30-17:35

開会挨拶
「革新的深海資源調査技術」2018 年度成果報告
石井 正一
プログラムディレクター

テーマ１成果報告 荒井 晃作　テーマリーダー
テーマ２-１成果報告 大澤 弘敬　テーマリーダー
テーマ２-２成果報告 川村 善久　テーマリーダー
テーマ3成果報告 松川 良夫　テーマリーダー

休憩

パネルディスカッション

閉会挨拶

報告会（14:00-18:00）
2019.3.18月

※タイトル／講演者名は、今後の変更の可能性があります。予めご了承ください。

報告会終了後、18:00より同会場にて交流会を開催いたします。（会費4,000 円：
事前申込制 主催：管理法人）　

【参加方法】
事前登録制となります。
下部記載のウェブサイトからアクセスの上、お申し込みください。
参加登録期限：2019 年 3月 8日（金）17：00
※お申し込み時にいただいたアドレスへ登録確認メールを送信しますので、印刷の
うえ当日お持ちください。
※定員に達した場合は登録を締め切らせていただく場合がございますので、予めご
了承ください。

１４：００開会
（１３：３０開場）イイノホール

～深海に眠る「海の恵み」の探索と新たな可能性への挑戦～

革新的深海資源調査技術
報告会



「革新的深海資源調査技術」実施体制

〈リーダー〉 内閣府（総合科学技術・イノベーション会議）
〈サブリーダー〉 内閣府総合海洋政策推進事務局
〈委員〉 内閣府宇宙開発戦略推進事務局
 総務省
 経済産業省／石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）
 文部科学省／海洋研究開発機構（JAMSTEC）
 農林水産省
 国土交通省／海上・港湾・航空技術研究所（うみそら研）
 環境省
 防衛省

プログラムディレクター

石井　正一

推進委員会

サブプログラムディレクター

東　垣

助言会議

管理法人

JAMSTEC
〈予算・課題の管理〉

参画機関

産業技術総合研究所
海洋研究開発機構
民間企業

参画機関

海洋研究開発機構
民間企業

参画機関

海洋研究開発機構
海上・港湾・航空技術
研究所
民間企業

参画機関

次世代海洋資源調査
技術研究組合
東京大学
民間企業

レアアース泥を含む海洋鉱物資源の
賦存量調査・分析

【 テーマ� 】

テーマリーダー

荒井　晃作 （産業技術総合研究所）

海資源調査技術の開発
（深海 AUV 複数運用技術、深海底ターミナル技術）

【 テーマ�-� 】

テーマリーダー

大澤　弘敬 （海洋研究開発機構）

深海資源生産技術の開発
（レアアース泥の採泥・揚泥技術）

【 テーマ�-� 】

テーマリーダー

川村　善久 （海洋研究開発機構）

深海資源調査・開発
システムの実証

【 テーマ� 】

テーマリーダー

松川　良夫 （伊藤忠商事株式会社）


